
　2020年7月31日（金）と10月20日（火）の2回にわたり、11月に行われる予定の聖徳太子
歴史ウォークのボランティア研修会が行われ、中央区まちのすぐれもんの青木さんと東野さん
より、JR森ノ宮駅周辺や立ち寄りスポットの鵲森宮神社と玉造稲荷神社にて、聖徳太子やその時代背景の理
解を進めるためのエピソードなどを教えていただきました。
　立ち寄りスポットの一つである鵲森宮神社は、「森之宮神社」とも呼ばれ、聖徳太子が建立し、その創建は四
天王寺や法隆寺よりも古いとされています。なんと「日本書紀」にも出てくるのです。この森に元四天王寺が建
てられていて、水に浸かりやすいため今の四天王寺へ移ったといった説もあるそうです。
　また、玉造稲荷神社では、聖徳太子がこの地に布陣し、勝利を祈願したという言い伝えがあります。境内には
今は栗の白木を偲び石前で挿し、勝利や合格を願う願い石、「聖徳太子 偲び石」で、聖徳太子との関係を知る
ことができます。
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日時：2020年7月31日（金）・10月20日（火）13：30～
主催：てんのうじ観光ボランティアガイド協議会、
           NPO法人すみよし歴史案内人の会、
           難波宮と大阪・熊野街道連絡協議会
共催：天王寺区役所、中央区役所、
　　   阿倍野区役所、住吉区役所
場所：JR森ノ宮駅～鵲森宮神社～玉造稲荷神社ほか
参加人数：15名
すぐれもん：青木善雄さん、東野雅樹さん
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